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１０ 研究プロジェクトに参加する主な研究者 

研究者名 所属・職名 プロジェクトでの研究課題 プロジェクトでの役割 

倉橋浩樹 

総合医科学研究所

分子遺伝学研究部

門・教授 

エクソーム解析による稀少

疾患原因遺伝子の同定 

種々の稀少疾患のエク

ソーム解析 

恵美宣彦 
医学部血液内科学・

教授 

スプライシング異常に起因

する骨髄異形成の発症機

序の解明 

骨髄異形成の患者細胞

株の樹立、遺伝子変異

の解析 

吉川哲史 
医学部小児科学・教
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エクソーム解析による先天

異常原因遺伝子の同定 

先天異常患者サンプル

の収集、エクソーム解析 

西澤春紀 
医学部産婦人科学・

教授 

エクソーム解析による不

妊・習慣流産の原因遺伝

子の同定 

不妊・習慣流産患者サ

ンプルの収集、エクソー

ム解析 

市原慶和 
医療科学部臨床検

査学科・教授 

エクソーム解析の臨床検

査への応用 

選択的エクソームによる

遺伝子診断技術の開発 

別府秀彦 

藤田記念七栗研究

所、医療科学部・准

教授 

エクソーム解析による神経

変性疾患の原因遺伝子の

同定 

神経変性疾患モデルマ

ウスの遺伝子変異の同

定 

前田明 
総合医科学研究所

遺伝子発現・教授 

スプライシング異常に起因

する骨髄異形成の発症機

スプライシング因子結合

RNA の同定 
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序の解明 

稲垣秀人 
総合医科学研究所

分子遺伝学・講師 

DNA パリンドロームを介し

た染色体転座の網羅的同

定 

精子 DNA の全ゲノムシ

ーケンス 

上田洋司 
総合医科学研究所

難病治療・助教 

蛋白質量分析による多因

子疾患へのアプローチ 

関節軟骨や脳サンプル

の質量分析 

亀山俊樹 
総合医科学研究所

遺伝子発現・助教 

スプライシング異常に起因

する骨髄異形成の発症機

序の解明 

スプライシング因子結合

RNA の同定 

（ 共 同 研 究 機

関等） 

松本直通 

横浜市立大学医学

部遺伝学・教授 

エクソーム解析による稀少

疾患原因遺伝子の同定 

種々の稀少疾患のエク

ソーム解析 

 

＜研究者の変更状況（研究代表者を含む）＞ 

旧 

ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄでの研究課題 所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

    

（変更の時期：平成  年  月  日） 

 

 

新 

変更前の所属・職名 変更（就任）後の所属・職名 研究者氏名 プロジェクトでの役割 

（追加：平成 27 年 4

月 1 日） 

医学部腎泌尿器外科・准教

授 
佐々木ひと美 

結節性硬化症サンプ

ルの収集、エクソーム

解析 

 

１１ 研究の概要（※ 項目全体を１０枚以内で作成 ） 

（１）研究プロジェクトの目的・意義及び計画の概要 

 本学は、臨床医の育成と優れた臨床の実践のみならず、豊かな人間性を活かした建学理

念『独創一理』を掲げ、最先端医学を追究することの重要性を強調してきた。しかし、臨床医

が多忙な日常の診療の合間に最先端の基礎研究を行うことは現実的には不可能に近い。本

プロジェクトでは、共同利用の「疾患遺伝子網羅的解析センター」として最新技術を集約した

センターを開設し、技術者とバイオインフォマティシャンを常駐させ、研究のプロフェッショナル

の強力な推進のもと、臨床医が積極的に参加可能な基礎研究の基盤を創設する。 

 研究プロジェクトは DNA、RNA、および蛋白質質量分析の３つの網羅的解析の柱からなり、

代表者・倉橋が統括する。 

（１）DNA：次世代シーケンサー（NGS）による網羅的解析：稀少先天異常・遺伝性疾患につい

て、エクソーム解析を行うことで原因遺伝子の同定を行う（吉川、稲垣、佐々木）。不妊や習慣

流産は頻度は高いが、原因変異が次世代に伝わりにくく、従来の全ゲノム関連解析（GWAS）

が使えない。そのため両親とトリオでエクソーム解析を行って新生突然変異の同定をする（西

澤、稲垣）。独自で開発した神経変性疾患のモデルマウスはエクソーム解析のユニークな対

象である（別府、稲垣）。原因不明難治性疾患の新たな原因遺伝子が同定できれば、学術的
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価値に加え、新規診断・治療法などの画期的な成果が期待できる。また臨床検査への応用

に向けて、選択的エクソームによる既知の疾患の遺伝子診断法を確立する（市原、倉橋）。 

（２）RNA：異常スプライシング産物の網羅的解析による骨髄異形性症候群（MDS）の病態解

明：MDS は、無効造血により産生される異常な形態を有する血球産生を原因とする難治性疾

患であり、しばしば急性骨髄性白血病へ移行することが知られている。最近 MDS において、

mRNA 前駆体のスプライシングに必要な因子が高頻度に変異を起こしていることが明らかと

なった。これら変異スプライシング因子の標的遺伝子を突き止め、MDS の病態、病因を解明

する。本プロジェクトでは、近年開発された手法を用い、MDS 細胞の変異スプライシング因子

-mRNA 前駆体複合体を免疫沈降によって選別し、含まれる mRNA 前駆体を網羅的に解析

し、変異スプライシング因子の標的遺伝子を同定するのが目的である（恵美、前田、亀山）。 

（３）蛋白質質量分析：難治性疾患の多くは多因子疾患であるが、その遺伝因子の解析手法

は前述の「CD-CV 仮説」に基づいた GWAS が主流である。一方、それで同定できる責任多型

は疾患発症リスクをごくわずか変化させる程度のものばかりであり、臨床応用という観点から

はその限界が指摘されている。本研究では、プロテオミクス的な手法での蛋白質の網羅的解

析により、新たな視点から多因子疾患の原因究明にアプローチする。具体的には、変形性関

節症の関節組織、ヒト双極性障害のモデル動物の脳などのサンプルを質量分析することで、

蛋白質の量や質、翻訳後修飾の変化などを解析し、疾患の病態の本態に迫る（上田）。 

（２）研究組織 

 本研究プロジェクトでは、藤田保健衛生大学総合医科学研究所教授（倉橋）が代表者として

プロジェクトを統括し、臨床講座からは血液内科（恵美）、小児科（吉川）、産婦人科（西澤）、

２７年度からさらに腎泌尿器外科（佐々木）が参加し、医療科学部（市原）および七栗記念病

院（別府）からの研究者を含め、全学を上げた研究体制を敷いた。臨床講座は患者サンプル

の収集と解析結果の検討を、医療科学部は診断技術開発を、七栗記念病院はモデルマウス

のゲノム解析を担当し、それぞれの研究総括を行った。総合医科学研究所（稲垣、亀山、上

田）の研究者はそれぞれ DNA、RNA およびタンパク質解析のエキスパートとして研究を牽引

した。常駐の技術者とバイオインフォマティシャンを指導して研究を遂行し、またその他の研

究者（のべ２７名）等へのサポート体制を敷いて全学の研究推進を強力にバックアップ、各研

究者間との連携を促進する体制をとった。共同研究機関との連携は、横浜市大の松本教授

や IRUD（未診断疾患イニシアチブ）等のゲノム医療に関する会議と密接に連携を取りながら

実施した。 

（３）研究施設・設備等 

 医学部 3 号館 1 階（床面積 202 ㎡）を疾患遺伝子網羅的解析センターとして改造した。ＤＮ

Ａ塩基配列解析室内に解析装置室を設置し、また大実験室から質量分析装置室及び全室へ

の出入口にスライド扉を配置。その他設備工事としてエアコン・照明器具などを整備した。 

 DNA 塩基配列の解析 HiSeq1500 システム（イルミナ）と専用のサーバーを配備し、大規模な

DNA シーケンシングの場合はこのシステムを利用した。疾患遺伝子網羅的解析センターに

は、本研究費で雇用した2名の専任技術者と、1名のバイオインフォマティシャンが常駐し、解

析に従事した。また、HiSeq1500 システムの保守管理費用は別途獲得した費用でまかなっ

た。中規模の DNA シーケンシングの場合は共同利用施設の DNA 塩基配列解析システム・イ

ルミナ MiSeq を、小規模な DNA シーケンシングの場合は分子遺伝学研究部門の DNA 塩基

配列解析システム・ABI3100 Genetic Analyzer を、また共同利用施設のアフィメトリクス社の

CytoScan、分子遺伝学研究部門の Agilent 社のマイクロアレイシステムを適宜使用した。 

 また、タンパク質の解析に関しては、医学部 3 号館 1 階に設置した、質量分析装置・Bruker

社 Autoflex III、質量分析装置・Thermo Fisher 社 LCQ DECA XP plus を利用した。 



（様式 2） 
 

法人番号 231016 
プロジェクト番号 S1311033 

 

- 4 - 
 

（４）研究成果の概要 ※下記、１３及び１４に対応する成果には下線及び＊を付すこと。 

 疾患遺伝子網羅的解析センターは、大きく分けて（A）遺伝子診断、（B）研究支援、の 2 つの

柱となるアクティビティを展開した。（A）の遺伝子診断に関しては、DNA 解析グループ、（B）の

研究支援に関しては DNA、RNA および蛋白質質量分析グループが担当した。 

（A）遺伝子診断：先天性疾患や遺伝性疾患が疑われる稀少疾患で、未診断の患者に関して

学内、学外からの依頼検体を幅広く受け入れ、遺伝子解析を行った。研究計画は学内のヒト

ゲノム遺伝子解析倫理審査委員会の承認を得た。サンプル提供者には十分なインフォーム

ドコンセントをおこない書面で同意書をいただいた上で参加して頂いた。2013 年は 97 検体、

2014 年は 138 検体、2015 年は 280 検体と推移し、その後 2016 年は 374 検体、そして 2017

年は 455 検体と増加する依頼を受け入れた。学内では小児科、産婦人科、腎・泌尿器外科の

みならず、内分泌外科、呼吸器外科、形成外科、脳神経外科、内分泌内科、神経内科、リハ

ビリテーション科、皮膚科など多くの臨床科からのサンプルを受け入れた。学内での遺伝子

診断体制を確立し、周知してきたことで、遺伝子診断の潜在的需要の高さが改めて浮き彫り

となった。中には出生前診断や発症前診断の検体もあり、十分な遺伝カウンセリングが行わ

れていることを確認した上で解析を行った。また他施設からの検体については、県内をはじめ

として、さらに北は旭川医大、札幌医大に始まり、南は鹿児島大学まで、全国レベルで受け

入れた。 

各診療科から提供された血液検体、場合によっては毛髪、爪、皮膚生検、絨毛、羊水細

胞、胎盤組織あるいは保存されたへその緒などから DNA と RNA の採取を行った。エクソーム

解析の必要な検体については、症例によってターゲットエクソーム解析、もしくは全エクソーム

解析のどちらかを選択して実施した。患者検体単独、もしくは患者とその両親とのトリオで検

体を収集した。主治医などの依頼者からの表現型情報から、場合によってはマイクロアレイ

染色体検査による微細欠失重複症候群のスクリーニングを先行させた。必要に応じて染色

体標本を作製しての FISH 解析や株化をおこなった上での機能解析も追加でおこなった。 

エクソーム解析は、責任遺伝子が既知である疾患や症候群が疑われる場合は、イルミナ

社の TruSight One を用いて 4800 遺伝子のターゲットエクソーム解析を行った。網羅的解析で

は、患者と両親とでアジレント社の Clinical Research Exome による全遺伝子解析を行い、de 

novo 変異型、もしくは劣性変異型のバリアントのスクリーニングを行い、責任変異の候補をバ

イオインフォマティクス的に導き出した。この過程で用いる解析プログラムが日進月歩で進化

してゆくので、専門のバイオインフォマティシャンが常に最新状態を維持しながら、業界標準

の GATK のパイプラインを改善していった。特に、この２年ほどの間に公開された日本人健常

人の SNP 頻度情報を、解析パイプラインのフィルタリングに導入したことが功を奏した。基本

的に稀少疾患では、健常人にわずかに存在する SNP は優性遺伝の原因となることはほとん

どなく、また頻度 1%程度のものに関しても、劣性遺伝の原因としてはやや考えにくいため、除

外することも可能である。これにより、絞り込みの効率が飛躍的に向上した。また、本プロジェ

クトで多数のエクソームデータが蓄積されたことにより、施設サンプルの頻度情報（インハウ

スデータ）も活用できるようになった。またこれとは別に、エクソームの蓄積データをもとに、患

者のエクソームデータと比較定量することで、患者における遺伝子のコピー数異常を検出す

るプログラム（XHMM）を導入しパイプラインに組み込んだ。これを用いて全遺伝子領域をスク

リーニングする体制を立ち上げ、変異解析とコピー数異常の検出を同時に実施した。候補変

異について、サンガーシーケンシング、MLPA 法、あるいはマイクロアレイ染色体解析等でバ

リデーションをおこない、その遺伝子のキュレーションを経て責任変異として同定できた場合

は、報告書を作成し、主治医に返送する一連の流れを構築した。 

このようにして確立したパイプラインを用いながら、およそ 300 名を超えるエクソームデータ
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を蓄積し、その情報をもとに責任変異を同定した。その結果、網羅的遺伝子解析において同

定率 45％という成績が得られた。エクソーム解析では通常 30％前後と言われているため、解

析体制としては十分に確立していると考えられた。また同定した症例中、およそ 10％がコピー

数異常が原因であったことから、コピー数異常検出は、網羅的遺伝子解析においてルーチン

に実施するべき解析法であると言えた。また、エクソームデータでコピー数解析が安定して実

施できることは、従来のマイクロアレイ解析の代替にエクソーム解析が利用できることを示し

ている。多発奇形などの微細欠失等が疑われる症例においても、エクソームデータをまず取

得する「エクソームファースト」の解析ストラテジーが現在の最適解であることを示している。ま

た、劣性遺伝疾患を想定している場合、片アレルの変異のみ見つかり、もう１つの変異が見

つからないような事例に時おり遭遇した。この場合、その遺伝子を候補として挙げるべきか否

かの判断がつけられないが、コピー数解析のデータがあれば、その遺伝子での欠失等を否

定し、候補から除外する有力な判断材料の１つとすることができる。実際に、疾患より推定さ

れる候補遺伝子群のリストを用いて先に絞り込みを行うと、原因でない劣性遺伝のヘテロ変

異が偶然見つかることがあり、コピー数異常解析の情報は、頻度情報とともに、誤った遺伝

子診断を防ぐ意味でも重要なステップであると考えられた。 

以上の解析体制のもとで、多くの診療科からの検体を受け入れ、結果を報告してきた。小

児科領域には神経疾患、代謝疾患、奇形症候群、血液腫瘍、免疫不全症等、診療対象患児

には、臨床所見からは確定診断に至らない多くの未診断患児が存在する。それら患児の診

断を確定し、適切な診療を行うのがプロジェクトの目標であった。臨床現場からの検体採取、

解析、現場へのフィードバックのサイクルを確立し、数例の新規遺伝子変異確定例について

は 英 文 で の 症 例 報 告 あ る い は 学 会 発 表 に ま と め ら れ た （ 論文 *18,66,82,88,99,107, 

109,128,133,137、学会*39,41）。産科領域では、重篤な周産期遺伝性疾患が疑われる症例に

対して、NGS によるターゲットエクソーム解析、もしくは全エクソーム解析を行い、常染色体劣

性多発性嚢胞腎等をはじめとする 13 症例（11 疾患）の原因遺伝子を同定するとともに、羊水

を用いた出生前診断を実施した（論文*67）。また、2 年目の平成 26 年度末の自己点検評価

により研究組織を見直し、新たに腎泌尿器科がプロジェクトに加わり、20 例の結節性硬化症

患者の変異解析をおこない、これらのデータは今後学会発表を予定している(学会*159)。ま

た外部との共同研究によって判明した遺伝子変異確定例についても論文等で発表した（論文

*23,29,44,56,76,87,101,120,121,123,134,136）。 

さらに、稀少疾患とは別に、新たにエクソームベースのがんゲノム解析にも着手した。近年

のがんゲノム医療の進展に伴い、プレシジョンメディシン、クリニカルシーケンスなどのキーワ

ードが示すように、NGS を基盤とした遺伝子解析の需要が高まってきている。私たちも、少数

のがんサンプルを対象に解析を実施した。すでに構築した稀少疾患向けのパイプラインを応

用しながら、得られた変化のうち一般頻度の低いものについて、そのリード深などから原因と

なる変異を絞り込むための、がん解析用のパイプラインを新たに構築した。また同様にコピー

数解析のパイプラインを元に、がんで増幅した領域を検出する系も確立した。希少疾患の遺

伝子解析のノウハウが集積していたため、がんゲノム解析への対応は比較的短期間で確立

することができ、その解析結果について主治医からは好評を得た。 

希少疾患の遺伝子解析については、2015 年度より小児の未診断疾患イニシアチブ

（IRUD-P）に東海地区の連携として参加し、2017 年度より IRUD-P、2018 年度より IRUD-P、A

両者の拠点病院として選定された。本プロジェクトで確立した網羅的遺伝子解析体制をその

まま活用し、これからも発展させてゆく予定である。 

 

次に、NGS を用いた無侵襲出生前診断の開発研究も進めた。トリソミーの診断は商業ベー
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スで行われているが、本研究では、次の 3 つを行った。 

(i) 重篤な性染色体遺伝病を持つ罹患児の出生リスクがある妊娠に関しての胎児性別判定

を、採血で行うことで不必要な羊水検査を減らすことができる。Y 染色体のPCR が陽性である

ことが男児に特異的であるが、PCR が陰性の場合に女児であることを確定させるためには胎

児成分の存在を証明する必要がある。日本人でヘテロ接合の頻度の高い SNP を胎児で 30

種類程度タイピングすることで胎児成分の存在を示すことができるが、これを NGS を用いて

行う方法を開発した（特許出願中）。また、妊娠母体血中の cell free DNA を用いた無侵襲的

出生前診断法として，X 連鎖劣性遺伝性疾患に対する胎児性別判定法および 胎児骨系統疾

患である FGFR3 遺伝子異常症に対する multiplex PCR 法を確立した （論文*131）。さらに、染

色体転座に起因する習慣流産に対して、受精卵を用いた NGS による網羅的着床前診断法を

確立するとともに国内検査体制を整備した。 

(ii) de novo 変異によるメンデル遺伝病の性腺モザイクによる再発のリスクがある妊娠に関す

る無侵襲出生前診断の方法を確立した。妊娠中に超音波検査で骨系統疾患が疑われた 2

例に関して妊婦の採血を行い、罹患児の出生後に臍帯血で de novo 変異を確定し、その変

異を妊娠中の母体血 cell free DNA で検出できる方法を開発した（論文*132）。この方法を用

いて次回妊娠で胎児の変異の有無を調べることが可能になった。 

(iii) さらには、着床前診断への応用を進めた。染色体転座による習慣流産に対して、従来は

day 3 の割球生検サンプルに対する FISH 法により不均衡転座を検出し、正常もしくは均衡型

の胚のみを子宮に移植する方法が用いられてきたが、1 細胞による診断の不確実性や、異

数体などの他の染色体異常の影響で成績が上がらなかった。そこで day 5 の胚盤胞生検で

複数細胞を採取し、全ゲノム増幅後に NGS を用いて定量する方法が開発された。私たちは、

不均衡転座由来の種々の細胞株を用いて、全ゲノム増幅後の NGS による染色体解析を確

立し、提供をはじめた （論文*75）。また、微小な不均衡転座を検出する解析ツールを開発し

た。 

日本産婦人科学会が主導で、不妊治療不応例・習慣流産を対象として、胚盤胞生検での

着床前スクリーニングの特別臨床研究を開始し、私たちのセンターは学会認定の解析機関と

して最も多くのサンプルの解析を実施している。また、本研究には企業に関心を持っていただ

き、産学連携のもと起業の準備を行い、大学発バイオベンチャーを 2017 年度に設立し、衛生

検査所登録が完了した。 

 

（B）研究支援：NGS 導入に伴い、最新の解析手法を基礎研究分野で活用する体制を敷き、

多くの研究室から依頼を受け、解析を実施した。 
（１）DNA 解析グループ 

研究代表者のグループは、従来から染色体の構造異常の発生メカニズムの解析を行って

きたが、NGS を用いて種々の染色体構造異常の切断点の解析から発生メカニズムへのアプ

ローチをおこなっている。パリンドローム配列はゲノム参照配列のシーケンス未解読のギャッ

プの一つであるが、私たちは NGS によるディープシーケンスにより、反復性転座に関連する

パリンドローム配列のひとつを完全解読した (論文*46,95)。また現行の NGS はショートリード

と呼ばれ、数 100bp の断片の塩基配列を扱うため、染色体構造異常を俯瞰する目的にはや

や難があった。そこで数 kb 単位での構造異常を検出できるメイトペアライブラリによる解析を

おこなった （学会*149）。およそ 9 kb の DNA 断片からライブラリを作成することで、ショートリ

ードでは追究しきれなかった複雑構造異常の切断点解析に威力を発揮した。「染色体挿入」

はある染色体断片が別の染色体に挿入された構造異常だが、G 分染法のレベルでは 3 カ所

の染色体の切断でおきているようであるが、メイトペアを使った NGS の全ゲノムシーケンスに
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より切断点の解析を行った結果、全例でさらに複雑な切断を伴っていることがわかった。同様

に、「端部欠失、逆位重複」では逆位の切断点にパリンドローム配列が発生し、完全に解読で

きないギャップが発生する可能性があった。それを回避するためメイトペアライブラリで切断

点を同定する方法を用いたが、その結果、切断点のパリンドローム配列は完全ではなく、数

kb の欠失を伴うような切断点であることが明らかとなった。また「3-way 転座」の切断点の解

析をメイトペアライブラリを作製しておこなったところ、単純な３点の切断ではなく、数多くの断

片を巻き込んだ切断点の再構成が起きていることが判明した。これらの成果はデータを整理

し論文としてまとめている（論文*116,126,130）。 

また、さらに長い DNA 配列を直接解読できる、新しい可搬型シーケンサーであるMinIONに

よる解析を開始した。この方式のシーケンサーでは、ライブラリ調製がいらず、DNA 分子をそ

のまま解読し、およそ 10-100kb の長鎖の塩基配列が得られる利点がある。現状ではエラー

レートが高いため、塩基置換などの変異を解析するには難があるものの、染色体構造異常な

どの再構成された塩基配列を、PCR 増幅なしに直接検出できることから、複雑構造異常の解

析に威力を発揮している。このような最新技術を導入しながら、染色体構造異常の全体像を

明らかにし、その発生メカニズムに迫る研究が続けられている。また、DNA 解析のニーズとし

て、学内の臨床科の要望を受け、転座の疑われるがんの染色体構造異常解析や、新たに

種々の疾患に対するマイクロバイオーム・メタゲノム解析についても着手した。 

本学で発見された B6-wob/t mouse(Wob/t)は運動失調を示す mutation mice である。

Phenotype は、酩酊歩行、転倒、協調運動低下などで、生後 10 日齢で小脳プルキンエ細胞

の変性・脱落が観察される。ヒトでは類似する小脳萎縮、運動失調に脊髄小脳変性症が知ら

れている。本学で系統維持されている Wob/t のホモ接合性マウスと野生型マウスを用いて、

全エクソーム解析を実施し両者の差を比較し、変異同定を試みたが、表現型に合う変異は見

いだされなかった。そこで次に染色体構造異常などの変化を見出すべくメイトペアライブラリ

を用いた全ゲノムシーケンス解析をおこない、探索したところ、ある遺伝子におよそ 200 kb の

欠失が見つかった。この欠失は同系統の別個体でも表現型とリンクしていた。この遺伝子は

全身の臓器に発現しているため、多くの mRNA アイソフォームや臓器別の発現制御を受けて

いる可能性がある。実際に、この欠失は脳特異的な発現アイソフォームの mRNA を壊してい

た。この遺伝子はヒトで、運動あるいは精神活動に関わることが示唆されており、モデルマウ

スの有用性が考えられた。レスキューのためのベクター作製、受精卵作出の繫殖を雌個体の

繫殖を進め、その証明を進めている。 

ヒト血液凝固異常の様々な遺伝子変異を同定する過程で、本大学病院で見出された血液

凝固第 XI 因子（FXI）欠乏症患者のゲノムを解析し、エクソン 11 に Gln3845Ter 変異をホモで

見出した。この部位はセリンプロテアーゼ活性のある L 鎖にあるため、FXI のプロテアーゼ活

性に影響があると考えられタ。FXI、プレカリクレインは、L 鎖の N 末端側に４つのアップルドメ

イからなる H 鎖を有する。アップルドメインは高分子キニノゲンと結合して、血漿中に存在す

る。ハマダラカの唾液腺タンパク質（Hamadarin: Hr）には、血液凝固を阻害する活性が報告さ

れている。我々は、デング熱などの感染症を媒介するヒトスジシマカにも類似のタンパク質

（Shimakarin: Sr）が存在すると考え、そのゲノム遺伝子と cDNA の単離を行った。その結果、

６つのシステインをコードする Sr 遺伝子を単離した。Sr は２つのエクソンからなるが、遺伝子

は複数存在しており、ファミリーを形成すると考えられた。今後は、長大なファミリー遺伝子を

解析する手段として、長鎖シーケンス可能な MinION 等を利用してそのゲノム構造を明らかに

することをめざす。 

そのほか微生物学との共同研究で ロタウイルスの系統についてバイオインフォマティクス

解析により示し (論文*61,68,80 また脳神経外科との共同研究で、グリオーマにおけるコピー
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数異常領域を NGS により同定し、予後不良因子であることを示し (論文*124)、それぞれ論文

とした。 

 

（２）RNA 解析グループ 

造血器悪性疾患における異常転写産物を始めとした遺伝子異常を網羅的に解析するた

め、白血病の臨床検体を用いて、RNA-seq によるトランスクリプトーム解析を行った。稀な染

色体転座を有する症例、複雑核型の症例、初診と再発検体が揃っている症例等を中心に検

体を収集し計 38 検体の造血器腫瘍で解析を行った。融合遺伝子に関しては 40 種類以上を

確認し、興味深い遺伝子については機能解析を進めた (論文*69,84,85,127)。新たな遺伝子

異 常 と し て 、 t(11;12) に お け る ETV6-LPXN 、 t(8;12;21)(q22:p12;q22) に お け る

TM7SF3-VPS13B および VPS13B-RUNX1、t(4;12)における ETV6-CHIC2 と GSX2as-ETV6
および PDGFRαの高発現などを見出し報告した。また、再発時に複雑核型を呈した症例に

おける RUNX1-GRIK2、12p 異常を含む複雑核型における ETV6-ABCC9、del(12)における

ETV6-IAPP などについても解析を進めており、RUNX1-GRIK2 では G-CSF レセプターの発現

を誘導し G-CSF に対する反応性増強が生じること、ETV6-ABCC9 では ABCC9 の異所性発

現を確認した。また初診時と再発時の白血病検体で RNA-seq を行い、再発時に出現、ある

いは割合が増加した遺伝子変異として、KRAS G13D(0→57%)、RAP1GAP A107T(5.3→40%)、

PRAME V320M(0→32%)、PDE4DIP A127T(4→32%)を同定した。この方法は、遺伝子多型の

可能性を除外することができるため非常に有効であると考えられる。 

転移性・再発性膀胱癌における標準治療は Cisplatin (CDDP)基盤の多剤化学療法であ

る。治療効果は一時的で、やがて抵抗性を獲得する。進行性膀胱癌に化学療法の恩恵が期

待できる症例選択が困難であることを解決する目的で、CDDP 耐性株を樹立した。RNA-seq

により発現変化する遺伝子を探索し、膀胱癌細胞株での発現及び機能解析で、抗癌剤耐性

のメカニズムと抗癌剤耐性獲得のバイオマーカー確立を目指した。使用した細胞株は膀胱癌

由来の RT4 と T24 である。それぞれ、低濃度から順次 CDDP に暴露し、最終的に CDDP 

1µg/ml に耐性の細胞株を樹立した。耐性細胞株と親株からそれぞれ total RNA を抽出し、

RNA-seq で遺伝子発現変化を網羅的解析した。CDDP 耐性細胞では細胞接着分子に関与

する因子の発現変動が顕著で、癌の浸潤・転移に関与する EMT 関連遺伝子も含まれた。こ

れらの遺伝子が膀胱癌の抗癌剤耐性に関与する因子であるか検討を行うことが課題であ

る。 

がんや老化、神経筋疾患等で生じる骨格筋の萎縮（筋量の減少）は、疾患での生存率や

社会的な生産性の低下の原因となるが、有効な治療法は未だに存在せず、新たな概念から

の治療法開発が望まれている。筋分化に関わる myogenin のノックアウトマウスの解析におい

て、筋肉量のレギュレータである myostatin の発現を制御する microRNA を同定し （論文

*27,31、学会*34）、microRNA や非コード RNA の生体内での機能について新たな展開が見ら

れている。また、骨格筋細胞の分化を制御する新規分子としてタンパク質をコードしない長鎖

非コード RNA（lncRNA）である Myog pancRNA を同定し (論文*78)、NGS を用いた RNA-seq

解析等によりその機能を明らかした。さらに我々の解析から、Myog pancRNA は神経原性の

筋萎縮にも関与している事が明らかとなった。また、筋肥大・筋萎縮時に複数の lncRNA の発

現変動が生じる事も明らかにしている。これらの結果から、lncRNA は骨格筋の機能や量の

制御に関わる新たな因子であり、lncRNA を標的とする事で筋萎縮に対する新たな治療法の

開発が可能であると考えられる。 

そのほか、遺伝子発現量の定量を目的とした RNA-seq 解析について、解剖学、産婦人科

学、精神科学、脳神経外科学、システム医科学の各研究室の基礎研究分野における研究支
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援を実施した。具体的には、RNA 精製、ライブラリ作製の指導や、データ取得後のドライ解析

の手法等について助言をおこなった。 
 

（３）蛋白質質量解析グループ 

変形性関節症群とコントロール群における軟骨の網羅的プロテオミクスにて、患者群で有

意に変動する複数の分子を同定し、またそれらが血液生化学データにて予測可能であること

を見出し、変形性関節症の新たなバイオマーカーとしての血液検査項目の存在を示唆する

データが得られた (雑誌論文*10,115,118、学会発表*17,128)。全脳特異的なアクチビン過剰

発現を起こす躁鬱病モデルマウスにおいて、網羅的プロテオミクス解析において、多数の因

子を同定した。この中に microRNA 制御に関わる Smad も含まれたため、脳内 RNA の網羅的

発現解析を行った結果、多数の microRNA の変動がみられた（図書*18,21）。これらのデータ

をまとめることで、躁鬱病等の新たなバイオマーカーの可能性について検討した（学会*13）。 

エクソソームは、ほぼ全ての細胞種から Multivesicular Body(MVB)を介して細胞外へ放出

される小胞であり、産生細胞に由来する特定のタンパク質や miRNA を内包し標的細胞に再

び取り込まれることで新たな細胞間コミュニケーションとして働き、癌転移などの疾患を含め

た様々な生命現象に関与している。しかし、特定タンパク質のエクソソームへの輸送機構は

不明である。私たちは、種間で高度に保存されたユビキチン様タンパク質である Ubiquitin like 

protein 3 (UBL3)が、新規翻訳後修飾を担う事を発見し、 UBL3 が MVB に局在化し、エクソソ

ームとして細胞外へ放出される事を見出した （学会*150）。UBL3 KO mice からの血清エクソ

ソームに含まれるタンパク質量が野生型マウスに比べ 60%減少していた。この事から、エクソ

ソームに含まれるタンパクの輸送は UBL3 の影響を受ける事を示している。 

 

 以上の遺伝子診断、研究支援の２つのアクティビティの他に、NGS網羅的解析をあつかっ

た研究に関するセミナー、およびワークショップ（7回）を実施した。最終年度には、急速に需

要が高まるがんゲノム解析について、学外の専門家を講師に呼び、がんのパネル検査に関

する講演会を実施した。最新のがんパネル検査の現状や展望に関する多くの知見が得ら

れ、これには多くの診療科から多数参加があり、好評を得た。 

 

＜優れた成果が上がった点＞ 

遺伝子診断に関しては、孤発例の全エクソームのトリオ解析にて、2 例で新規責任遺伝子

を同定した。1 例は PDE3A 変異による家族性高血圧短指症候群で、もう１例は PLK4 変異に

よる網脈絡膜症を伴う小頭症であった。いずれのケースも 1 例しかなかったため、遺伝子変

異のみでは論文発表することができず、機能解析を行っているあいだに、欧米チームの方が

先にそれぞれ Nat Genet 誌に論文発表をおこなった。それをうけて、わたしたちも後日論文化

した（論文*88,107）。また、THOC2 のスプライシング変異による軽度知的障害に関しては、学

会発表（学会*140）を機に国際共同研究に参加し、論文発表にこぎつけた（論文*137）。 

 

＜課題となった点＞ 

欧米チームに一歩及ばず先を越された大きな成果がいくつかあったが、それは、国内外の

他の研究チームや診療施設との連携の不足に問題があると考えられる。AMED の IRUD（未

診断疾患イニシャティブ）が、2 年遅れてわれわれと同じコンセプトで開始された。この IRUD と

連携して、データや情報を共有しながら進めていく体制を構築した（愛知 UDP）。また、海外と

の連携も必要であり、MatchMaker のような国際的な組織にも参加していく必要があり１件を
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登録した。また候補遺伝子に病原性ありかなしかが未確定で残されている症例については、

これも、最新情報を元に定期的に解析をアップデートしていくことで確定にこぎつけることが必

要である。一方で、網羅的解析による二次的所見の問題が解決していない。日本国内の他

の遺伝診療機関と連携したガイドラインづくりが必要である。 

 

＜自己評価の実施結果と対応状況＞ 

毎年度末には研究成果発表会を行い、各研究グループに 1 年間の研究成果の発表をお

こなった。また、3 年目の年度末の研究成果発表会では、研究代表者が自己評価を行った。

A、B、C の 3 段階評価で A 判定をつけた。その理由は、全学的取り組みとして開始した本事

業であるが、医学部、医療科学部、総合医科学研究所、七栗研究所という 4 つの組織が組織

の枠を越えて一つになって、疾患遺伝子網羅的解析センターという一つの事業に取り組んで

いることを高く評価した。一方で問題点として、チーム外の他診療科の巻き込み不足があげら

れ、トランスレーショナルリサーチに直結する研究テーマの創意工夫が望まれた。マイクロバ

イオームや短鎖非コード RNA などのバイオマーカーなどでの共同研究の試みもなされた。 

 

＜外部（第三者）評価の実施結果と対応状況＞ 

 3 年目の年度末の研究成果発表会では、学長、2 名のプログラム・ディレクターを含む 4 名

の第 3 者評価委員会による研究成果の評価をおこなった。A、B、C の 3 段階評価を行って頂

いたが、事業全体に関しては A+が 2 名、A が 1 名、A-が 1 名とおおむね高い評価をして頂い

た。事業終了後に疾患遺伝子網羅的解析センターを維持していくために、費用をどのような

形で捻出するのかという今後の課題が明らかにされた。遺伝子診断に関しては、保険収載さ

れる遺伝子診断が増えていることから、一部は患者さんにも負担して頂くことも考慮しつつ、

研究支援に関しては受益者負担のシステム作りが必要であり、対応策を検討中である。 

 

＜研究期間終了後の展望＞ 

 （A）遺伝子診断に関しては、稀少疾患のサンプル収集をさらに継続しておこない、IRUD な

どの枠組みと連携しながら、新規責任変異の同定に向けた研究を続ける。また多因子疾患

は通常多数のサンプルが必要であるが、少量のサンプルで統計学的有意差が出る薬理遺

伝学等の分野での研究について積極的に取り組んでゆくべきであると考える。また急速に進

んでいるがんゲノム解析の分野へも踏み出し、このプロジェクトで得られた知見を積極的に応

用してゆく。周産期医療関連の無侵襲出生前診断や着床前診断に関しては、新規診断法の

開発を通じ、産学連携のもとバイオベンチャーを立ち上げた。この技術を産科診療の現場に

さらに進んで提供していくことを目指す。一方でこのような分野は倫理的な問題を多く含んで

おり、日本国内での議論はいまだ不十分な状況である。遺伝カウンセリングの充実や、遺伝

カウンセラーの人材育成、また市民公開講座やサイエンスカフェのような、一般市民への情

報提供や遺伝教育についても今後継続して実施する予定である。 

 （B）研究支援に関しては、網羅的 DNA 解析によるマイクロバイオーム、RNA-seq による発

現プロファイリング、短鎖非コード RNA などの解析から導き出されるバイオマーカーの探索に

ついて、このプロジェクトで得られたノウハウを、診療科との新たな共同研究に生かし役立て

てゆくことを目指す。また、本学は平成 29 年度私立大学研究ブランディング事業に、本学総

合医科学研究所は文科省の平成 30 年度の共同利用・共同研究拠点に認定された。精神神

経疾患の最先端研究開発拠点大学、あるいは脳関連遺伝子機能の網羅的解析拠点として、

本プロジェクトの成果を生かし積極的にオミックス解析を行うことで、脳関連遺伝子の機能や

疾患の病態生理を解明してゆくことを目指す。 
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＜研究成果の副次的効果＞ 

無侵襲出生前診断に関しては、重篤な性染色体遺伝病を持つ罹患児の出生リスクがある

妊娠に関して、性別判定を採血で行うことで不必要な羊水検査を減らすことができる。日本人

でヘテロ接合の頻度の高い SNP を複数種類タイピングすることで胎児成分の存在を示すこと

ができるが、その技術に関しての特許申請を行い、現在出願中である。 

 

 

１２ キーワード（当該研究内容をよく表していると思われるものを８項目以内で記載してくださ

い。） 

（１）  次世代シーケンス     （２）  稀少疾患          （３）   エクソーム         

（４）  網羅的解析         （５）  遺伝子診断        （６） 無侵襲出生前診断      

（７）  着床前診断         （８）  RNA-seq          

 

１３ 研究発表の状況（研究論文等公表状況。印刷中も含む。） 

上記、１１(４)に記載した研究成果に対応するものには＊を付すこと。 
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 ホームページで疾患遺伝子網羅的解析センターの活動内容を公開した。 

URL http://gtac.icms.fujita-hu.ac.jp/ 

また網羅的解析による遺伝情報とどのように向き合うかを小中学生および一般市民へ啓

蒙するためのメディカルサイエンスカフェを平成２８年度科学技術週間に合わせて実施し、30

余組の親子の参加を得て盛況を博した。引き続き２９、３０年度にも脳、生命をテーマに実施

http://gtac.icms.fujita-hu.ac.jp/
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し、その際に遺伝情報の担い手である DNA を体感してもらう目的で、子供達みずから、唾液

から実際に抽出してもらう実験コーナーを設け、好評を得た。 

＜これから実施する予定のもの＞ 

次世代シーケンサーによる網羅的解析をゲノム医療に応用する流れは急速に進んでお

り、全国レベルでの協力体制によるプロジェクト（IRUD など）と連携して、本研究成果を公開し

ていく予定である。 

 

１４ その他の研究成果等 

 疾患遺伝子網羅的解析センターの活動が２回紙面で紹介された。 

「遺伝子診断で解析拠点」、2014 年 7 月 27 日中日新聞朝刊 

「活用広がる遺伝子診断」、2015 年 8 月 25 日中日新聞朝刊 
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１５ 「選定時」及び「中間評価時」に付された留意事項及び対応 

＜「選定時」に付された留意事項＞ 

 該当なし。 

 

 

＜「選定時」に付された留意事項への対応＞ 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項＞ 

 該当なし。 

 

 

＜「中間評価時」に付された留意事項への対応＞ 
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１６ （千円）

231016

注５）

注４）

注３）

注２）

内　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　訳

備　考

注１）5,800 19,100

191,797 108,010 0 87,659

0

451,145

591,533

0

0

98,709

10,605

0 00 0

91,170 112,897

99,991 59,428 0 87,659 91,170 112,897

0 0

0

0

0

95,366

0

0

0

105,146

0

0 0

86,503 43,280 0 0 0 0

5,303 5,302 0 0

20,148 13,649 22,246 24,344 18,322

26,494 20,39229,048 13,321 15,891

14,102 29,38320,320 14,731 16,830

20,430 25,70020,404 13,598 13,560

5,303 5,302

19,132

86,503 43,280

0

93,692

0

0

58,232

0

研究費

平
成
二
十
九
年
度

総 計

総

額
設 備

研究費

装 置

施 設

施 設

装 置

平
成
二
十
七
年
度

施 設平
成
二
十
六
年
度

装 置

研究費

研究費

装 置

施 設

設 備

研究費

平
成
二
十
八
年
度

設 備

装 置

設 備

129,783

法人番号

寄付金 その他（科学研究費等）
受託

研究等

プロジェクト番号 S1311033

10,071 4,129

設 備

共同研
究機関
負担

年度・区分

研究費

支出額 法　人
負　担

私　学
助　成

設 備

施 設

平
成
二
十
五
年
度

施 設

装 置

10,605

129,783
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注１）寄付金
①帝人ファーマ㈱「ヘルペス脳炎の病態解明」
②ファイザー㈱「感染症に関する研究」　他

受託研究等
①大塚製薬㈱「COV-501」
②エーザイ㈱「トレアキシン点滴静注用100ｍｇ」　他

注２）寄付金
①中外製薬㈱「白血病の遺伝子解析」
②おち夢クリニック名古屋「染色体異常の発生メカニズムの研究」　他

受託研究等
①大塚製薬㈱「COV-501」
②サノフィ㈱「サイモグロブリン点滴静注用25ｍｇ」　他

注３）寄付金
①栗本巌「染色体異常の発生メカニズムの研究」
②おち夢クリニック名古屋「染色体異常の発生メカニズムの研究」　他

受託研究等
①GeneTeck㈱「着床前受精卵染色体/遺伝子検査（PGD/PGS）の事業化に向けた検査技術改良に関する研究」
②（医）仁和会「遺伝子（染色体）解析」　　他

注４）寄付金
①中外製薬㈱「造血器腫瘍の予防因子の解析」
②協和発酵キリン㈱「悪性リンパ腫の病態解明と治療成績の改善に関する臨床病理学的研究活動」　他

受託研究等
①（医）オーク会「遺伝子（染色体）の解析」
②武田薬品工業㈱「アドセトリス点滴静注用50ｍｇ」　他

注５）寄付金
①(医)西山産婦人科「染色体異常の発生メカニズムの研究」
②ファイザー㈱「感染症に関する研究」　他

受託研究等
①日本新薬㈱「がんにおける異常スプライシングに関する研究」
②ブリストルマイヤーズスクイブ㈱「患者血清における交代製剤の簡便検出法の確立」　他

１７
（千円）

H25 202㎡ 1 30 私学助成

共同利用研究施設 H22 495㎡ 1 16 私学助成

※　私学助成による補助事業として行った新増築により、整備前と比較して増加した面積
㎡

（千円）

ｈ
ｈ
ｈ

プロジェクト番号 S1311033

補助主体

私学助成

私学助成

私学助成

補助主体

私学助成

私学助成
私学助成

終日 524

86,560

1,600

330

3760

細胞保存容器 H26

パナソニック MDF-U539 1 終日

CY50925-70, AY509X1 1 524

　　　　　解析サーバ

　　　　　ワークステーション

H26 HiSeq1500の出力アップグレード 1 終日 2,425 2,425
超低温フリーザー H25 パナソニック MDF-394

43,280

330

873

1240
終日
終日

1
1
1
1

H25

H25 パナソニック MDF-U539 

H25

《施　　設》  （私学助成を受けていないものも含め、使用している施設をすべて記載してください。）

補助金額整備年度

H25HiSeq 1500システム

事業経費 補助金額

314

0

10,605 5,302

66,990 31,125

2480
（研究装置）

研究室等数 使用者数

稼働時間数装置・設備の名称 台　　数型　　番

イルミナ HiSeq1500

《装置・設備》　（私学助成を受けていないものは、主なもののみを記載してください。）

研究施設面積

314
8731

フリーザー H26

実験台 H25 伸和 1 終日 1,600

フリーザー

整備年度

事業経費

総合医科学研究所
疾患遺伝子網羅的解析センター

HiSeq v4アップグレード

（研究設備）

施　設　の　名　称

私学助成
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１８ 研究費の支出状況 （千円）
  平成 年度

  平成 年度

プロジェクト番号 S1311033

学会参加

学会参加費

私学助成
私学助成

私学助成
私学助成

主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

試薬、実験動物、実験用器具等

支　出　額

実験用具

1350 199 199
900 116 116ワークステーション H26 Dell Precision T1700 1

ワークステーション

積　　算　　内　　訳

0

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

計

0

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

超低温フリーザー他
研究資料

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

ポスト・ドクター

4
計

4
2,789

研究資料
研究機器2,785 2,785

7,209
学会参加 24

163 学会参加 163

H26 Dell Precision T3610 1

（情報処理関係設備）
156

NAS H26 QNAP TS-EC1279U-RP 1 終日 268 268
NGS解析ソフトウェア H25 CLC Genomics Workbench 1 450 156

計

図　　　　書

リサーチ・アシスタント

（　その他　）
報酬・委託料

24

小  科  目
主　な　使　途

消　耗　品　費

金　　額

7,022

研究支援推進経費

7,022

光　熱　水　費

教育研究用機器備品

人件費支出
（兼務職員）

教育研究経費支出

印刷製本費
旅費交通費

25

計

通信運搬費

年　　　度

年　　　度 26

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 20,856 実験用具 20,856 試薬、実験動物、実験器具等

光　熱　水　費
通信運搬費 17 研究試料送付 17 研究試料送付

印刷製本費
旅費交通費 113 学会参加 113 学会参加、研究打ち合わせ等

報酬・委託料 697 解析委託 697 サンプル解析

（　その他　） 21 学会参加 21 学会参加費
計 21,704

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,748 研究補助員 4,748 3名
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 4,748

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品 3,547 研究機器 3,547 バイオメディカルフリーザー

図　　　　書
計 3,547

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
- 39 -
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  平成 年度

  平成 年度

  平成 年度
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年　　　度 27

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 20,985 実験用具 20,856 試薬、実験動物、実験器具等

光　熱　水　費
通信運搬費 19 研究試料送付 19 研究試料送付

印刷製本費
旅費交通費 255 学会参加 255 学会参加、研究打ち合わせ等

報酬・委託料 162 解析委託 162 検体解析

（　その他　） 28 学会参加 28 学会参加費
計 21,449

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 8,552 研究補助員 8,552 3名
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 8,552

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 28

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 18,931 HiSeq試薬等 18,931 HiSeq試薬等

光　熱　水　費
通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 182 学会参加 182 学会参加費等

報酬・委託料

（　保守契約料　） 10,642 HiSeq保守料 10,642 HiSeq保守料
計 30,222

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 7,417 研究補助員 7,435 4名
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 7,417

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書
計 0

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0

年　　　度 29

小  科  目 支　出　額
積　　算　　内　　訳

主　な　使　途 金　　額 主　　な　　内　　容

教　　　　育　　　　研　　　　究　　　　経　　　　費　　　　支　　　　出

消　耗　品　費 24,798 実験用具 24,798 シーケンス用試薬、プライマー合成等

光　熱　水　費

（　その他　） 467 遺伝子解析ソフト 467 遺伝子解析ソフト等

- 40 -



（様式2）

231016法人番号

プロジェクト番号 S1311033

通信運搬費
印刷製本費
旅費交通費 218 学会参加 218 共同研究打ち合わせ、成果発表等

報酬・委託料 89 講演料 89 講演料

（　その他　） 238 サーバーライセンス料 238 サーバーライセンス料
計 25,343

ア　　　ル　　　バ　　　イ　　　ト　　　関　　　係　　　支　　　出

人件費支出 4,657 研究補助員 4,657 2名
（兼務職員）

教育研究経費支出
計 4,657

設 備 関 係 支 出（１個又は１組の価格が５００万円未満のもの）

教育研究用機器備品

図　　　　書

研　　　究　　　ス　　　タ　　　ッ　　　フ　　　関　　　係　　　支　　　出

リサーチ・アシスタント

計 0

ポスト・ドクター

研究支援推進経費

計 0
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